
 

日本の歯車産業の技術的中核作業を長年にわたり果たしてきたものに、日本機械学会の歯車関係の調査研究 

分科会があります。[1997.7-2000.6] RC156 コンペティティブ歯車装置のための最新設計製造技術調査研究    

分科会において原案が作られ、[2000.9-2002.8] RC184 歯車装置の次世代設計・製造技術調査研究分科会終了後

に日本機械学会から単行本として発売されたものに「歯車損傷図鑑」がありました。歯車業界からは歯車損傷の

原因追求や対策の立案に有用であるとの認識が示され、また、工業高校や大学の工学部での教育にも有用である

との評価がなされました。年月が経ち、この図鑑の在庫がなくなってきたので、そのままの増刷をするか、改定

をするかの問い合わせが、日本機械学会より [2013.4-2015.3] RC261 歯車装置の設計・製造・評価における     

技術の高度化に関する調査研究分科会 にありました。審議の結果、前の出版の折に、内容の十分なる再検討な

く市販されてしまったので、今回はその轍を踏まず、内容をアップデートした改訂版を「歯車損傷大全」として

出すことになりました。作業は膨大で、[2015.4-2017.3] RC268 歯車装置に対する   

設計・製造及び評価に関する革新的技術探究の調査研究分科会、 [2017.4 -2019.3] 

RC275 歯車装置の設計・製造・評価に関する技術革新のための調査研究分科会を通じ

て続けられ、『歯車損傷大全』としてまとめ上げられました。旧「歯車損傷図鑑」の     

3 倍以上の内容の損傷事例を集め、歯車損傷の観察状態と発生原因、損傷進展機構に

も言及している「歯車損傷大全」です。 

 

   損傷の外観写真と特徴を解説 

物理原理の説明、原因の可能性と対策の例示 

損傷原因の特定と対策立案のためのバイブル 

日本の歯車研究者・技術者の研究成果の総まとめ 

歯車損傷のみならず機械損傷の問題すべてに通じる参考資料 

  

本書は A4版総ページ数914（本文884ページ）上製本で、    

発行部数は400冊です。RC275委員会よりの依頼で出版を引き受

けた公益財団法人応用科学研究所としては、この出版の負担を

どう抑えるかの問題があり、本体価格一冊60,000円（消費税・

送料別）とさせて頂きたく存じます。なお今回の販売は日本国

内に限らせていただきます。 

 

本書の概要・目次・購入については応用科学研究所ホームページの関連箇所 
https://www.rias.or.jp/gear/ をご参照ください 
 

申し込みは https://forms.gle/F2iK37myrP6CFvmZ8 よりお願いいたします。 Fax: 075-701-1217 あるいは 

メイル secretariatik@rias.or.jp で申込みも可能です。  

 

お申込み頂きますと、請求書をお送りい

たしますので、振り込み手数料を貴社ご負担

の上、指定の銀行口座にお振込みください。

公益財団法人応用科学研究所に入金が確認

され次第、書籍を発送いたします。お問い

合わせ窓口は応用科学研究所 総務部です。

（TEL 075－701-3164）  

世界で初めて公刊される歯車損傷の大百科事典 

剥離部の接触応力過大が原因でない歯面損傷 



上図は、JGMA 規格化予定の多点硬さ測定の HV バラツキから鋼材品質の相違を明らかにした例です。このような

最近の鋼材品質あるいは熱処理品質に関するデータも多数掲載しています。 

歯車損傷大全目次概要 

  

 
0.17 節「硬さのバラツキと鋼材品質」の中の一例： 18CrNiMo7-6 材のメーカ別の品質差 

詳しい目次は公益財団法人応用科学研究所 HP の関連箇所 

https://www.rias.or.jp/gear/table-of-contents/ を参照ください。 


